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１．原子力発電所の火山影響評価ガイドの概要 

原子力発電所に影響を及ぼし得る火山の抽出 抽出された火山の火山活動に関する個別評価 
【設計対応丌可能な火山事象】 
・火砕物密度流 ・溶岩流 
・岩屑なだれ，地滑り及び斜面崩壊 
・新しい火口の開口 ・地殻変動 

下記影響評価の（１）を実施 下記影響評価の（１）及び（２）を実施 

立
地
評
価 

④設計対応丌可能 
な火山事象が原子力発電所運用
期間中に影響を及ぼす可能性が

十分小さいか？ 

⑤火山活動のモニタリング 
及び火山活動の兆候を把握 
した場合の対処方針を策定＊ 

①地理的領域 
（半径160kmの範囲）に 
第四紀（約258万年前迄） 

火山があるか？ 

②完新世 
（約1万年前迄）に活動 

があったか？ 

将来の活動 
可能性が否定 
できない火山 

③将来の活動 
可能性はあるか？ 

【調査方法】 
・文献調査，地形・地質調査，火山学的調査 

【調査方法】 
・文献調査，地形・地質調査， 
火山学的調査，地球物理学的 
及び地球化学的調査 

立地丌適 

＊既往最大の噴火を考慮しても，
原子力発電所に影響を及ぼさな
いと判断できる火山については，
モニタリングの対象外とする。 

No 

No 

No 

No 

Yes 

Yes Yes 

Yes 

原子力発電所に影響を及ぼす火山影響評価の基本フロー 

【調査方法】 
・文献調査，地形・地質調査，火山学的調査 

【火山事象】 
・降下火砕物 

【火山事象（設計対応が可能なもの）】 
・降下火砕物 ・火山性土石流 ・噴石 ・火山性ガス 
・その他の事象（津波，静振）等 

（１）地理的領域外の火山による 
   降下火砕物の影響評価 

（２）地理的領域内の火山による 
 火山事象の影響評価 

影
響
評
価 

【調査方法】 
・文献調査，地形・地質調査，火山学的調査， 
地球物理学的及び地球化学的調査 

原子力発電所に影響を及ぼし得る火山事象の抽出及びその影響評価 

⑥火山事象に対する 
設計対応及び運転対応 

が妥当か？ 

火山事象に対応可能 

設計再検討 

Yes 

No 
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２．検討フロー 

A 敷地から 
半径160km以内に
ある第四紀火山 

39火山 

D 流れの現象に 
対する地形的障害物
が存在しない 

1火山 
（ニセコ・雷電火山群） 

10火山 
（完新世9火山＋狩場山） 

B 完新世に 
活動履歴が 
ある 

C 最新の噴火 
年代からの経過時間
が過去の最大休止期

間より短い 

29火山 

9火山 

No 

No 

No 

Yes 

Yes 

Yes 

敷地から半径10km以内に設計対応丌可能な
火山事象が到達している火山 

2火山 
（ニセコ・雷電火山群＋洞爺カルデラ） 

検討フロー 

審査ガイドに基づく検討 敷地近くに設計対応丌可能な火山事象が
到達している火山についての自主的な検討 
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 半径160km範囲の第四紀火山の文献調査を実施 

 

 産業技術総合研究所編(2013) 

         「日本の火山(第３版)」 

 町田・新井編(2003) 

          「新編 火山灰アトラス」  等 

  

 

• 第四紀火山の位置 

• 火山噴出物の分布 

• 活動年代       

 

等を把握 

３．文献調査 
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４．第四紀火山の抽出結果 

「日本の火山（第3版）」に基づき作成 

検討対象火山の抽出結果 ： 39火山 
 

番号 火山名 最新活動期 敷地からの距離(km) 

C02 滝川火山群(石山,コップ山) G 151.3 

C03 イルムケップ山 G 146.1 

C04 暑寒別岳 G 111.5 

C05 藻岩山 G 66 

C06 積丹岳 G 26.5 

C07 赤井川カルデラ Q1 25.3 

C08 札幌岳 Q1 58.1 

C09 空沼岳 Q2 63.2 

C10 漁岳 G 63.6 

C11 支笏カルデラ Q3 74.8 

C12 恵庭岳 H 68.6 

C13 風不死岳 H 77.7 

C14 樽前山 H 80.2 

C15 ホロホロ・徳舜瞥 Q2 68 

C16 オロフレ・来馬 Q2 70.2 

C17 倶多楽・登別火山群 H 80.5 

C18 鷲別岳 Q2 77.8 

C19 虻田 Q1 53.4 

C20 洞爺カルデラ Q2 54.8 

C21 洞爺中島 Q3 55.1 

C22 有珠山 H 60.7 

C23 尻別岳 Q2 43.6 

C24 羊蹄山 H 33.8 

C25 ニセコ・雷電火山群 H 21.5 

C26 写万部山 G 50.5 

C27 狩場山 Q2 66.1 

C28 カスベ岳 Q1 69.4 

C29 勝澗山 Q2 126.4 

C30 長磯 Q1 105.7 

C31 砂蘭部岳 Q1 102.2 

C32 濁川カルデラ Q3 101.9 

C33 渡島毛無山 Q1 105.3 

C34 北海道駒ヶ岳 H 109 

C35 横津岳 Q1 123.7 

C36 木地挽山 G 120.6 

C37 恵山丸山 Q2 139.9 

C38 恵山 H 146.9 

C39 函館山 Q1 142.7 

C40 銭亀 Q3 146.7 

 

凡例(最新活動期) 
H :完新世 
Q3:後期更新世 
Q2:中期更新世 
Q1:前期更新世後半 
G :前期更新世前半 

敷地から半径160km以内の検討対象火山の位置 

検討対象火山の最新活動時期及び敷地からの距離 

火山番号は「日本の火山（第3版）」の表記に従う 



7 7 
５．完新世に活動した火山 

完新世に活動した火山 ： 9火山 
 

凡例(最新活動期) 
H :完新世 
Q3:後期更新世 
Q2:中期更新世 
Q1:前期更新世後半 
G :前期更新世前半 

敷地から半径160km以内の検討対象火山の位置 

検討対象火山の最新活動時期及び敷地からの距離 

「日本の火山（第3版）」に基づき作成 

火山番号は「日本の火山（第3版）」の表記に従う 

赤色：完新世に    
    活動した 
    火山 

番号 火山名 最新活動期 敷地からの距離(km) 

C02 滝川火山群(石山,コップ山) G 151.3 

C03 イルムケップ山 G 146.1 

C04 暑寒別岳 G 111.5 

C05 藻岩山 G 66 

C06 積丹岳 G 26.5 

C07 赤井川カルデラ Q1 25.3 

C08 札幌岳 Q1 58.1 

C09 空沼岳 Q2 63.2 

C10 漁岳 G 63.6 

C11 支笏カルデラ Q3 74.8 

C12 恵庭岳 H 68.6 

C13 風不死岳 H 77.7 

C14 樽前山 H 80.2 

C15 ホロホロ・徳舜瞥 Q2 68 

C16 オロフレ・来馬 Q2 70.2 

C17 倶多楽・登別火山群 H 80.5 

C18 鷲別岳 Q2 77.8 

C19 虻田 Q1 53.4 

C20 洞爺カルデラ Q2 54.8 

C21 洞爺中島 Q3 55.1 

C22 有珠山 H 60.7 

C23 尻別岳 Q2 43.6 

C24 羊蹄山 H 33.8 

C25 ニセコ・雷電火山群 H 21.5 

C26 写万部山 G 50.5 

C27 狩場山 Q2 66.1 

C28 カスベ岳 Q1 69.4 

C29 勝澗山 Q2 126.4 

C30 長磯 Q1 105.7 

C31 砂蘭部岳 Q1 102.2 

C32 濁川カルデラ Q3 101.9 

C33 渡島毛無山 Q1 105.3 

C34 北海道駒ヶ岳 H 109 

C35 横津岳 Q1 123.7 

C36 木地挽山 G 120.6 

C37 恵山丸山 Q2 139.9 

C38 恵山 H 146.9 

C39 函館山 Q1 142.7 

C40 銭亀 Q3 146.7 
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６．最新の活動年代が過去の最大休止期間より短い火山(1) 

狩場山 
青色：最新の活動年代が過去の

最大休止期間より短い 
火山 

赤色：完新世に活動した火山 9火山（前述） 

狩場山の位置 
「日本の火山（第3版）」に基づき作成 

検討対象火山の活動時期と最新活動からの経過時間 

火山番号は「日本の火山（第3版）」の表記に従う 

番号 火山名 活動時期 
最新活動から
の経過時間 

C02 滝川火山群(石山,コップ山) 約 1000-約 170万年前 1.7±0.1Ma 

C03 イルムケップ山 約 260万年前 2.6±0.1Ma 

C04 暑寒別岳 約 400-200万年前 約 2Ma 

C05 藻岩山 約 180万年前 1.80±0.50Ma 

C06 積丹岳 約 250-200万年前 2.03±0.10Ma 

C07 赤井川カルデラ 約 170-130万年前 1.3Ma 

C08 札幌岳 約 80万年前 約 0.8Ma 

C09 空沼岳 80 万年前後 約 0.8Ma 

C10 漁岳 約 260-240万年前 約 2.4Ma 

C11 支笏カルデラ 5-4万年前にカルデラ形成 約 40ka 

C12 恵庭岳 
約 1万 5000年前にはある程
度の山体が形成されていた。 

約 0.3ka 

C13 風不死岳 

支笏カルデラ形成後に活動
（4 万年前以降）。大部分は
恵庭火山より古い。最新のマ
グマ噴火は 8500年前，水蒸

気噴火は 4500年前 

4.5ka 

C14 樽前山 約 9000年前以降 A.D.1978 

C15 ホロホロ・徳舜瞥 約 70万ないし 60万年前 約 0.6Ma 

C16 オロフレ・来馬 来馬岳は 60 万年前 約 0.6Ma 

C17 倶多楽・登別火山群 
約 8万年前以降。カルデラ形

成は約 4万年前。 
約 0.2ka 

C18 鷲別岳 約 50万年前 約 0.5Ma 

C19 虻田 第四紀前期？ - 

C20 洞爺カルデラ 約 14万年前にカルデラ形成 約 0.11Ma 

C21 洞爺中島 4-3万年前 約 30ka 

C22 有珠山 
2万ないし 1.5万年前に活動

開始 
A.D.2000 

C23 尻別岳 数十万年前 - 

C24 羊蹄山 
10 万ないし数万年前以降。
最新の噴火は 2500年前。 

約 2.5ka 

C25 ニセコ・雷電火山群 
約 40万年前以降。最新の噴
火は約 6000年前。雷電山は

約 140-80万年前 
約 6ka 

C26 写万部山 約 260-250万年前 2.54±0.16Ma 

C27 狩場山 約 80-25万年前 約 0.25Ma 

C28 カスベ岳 第四紀前期？ - 

C29 勝澗山 30 万ないし 20万年前 0.2Ma 

C30 長磯 約 220-170万年前 1.72±0.33Ma 

C31 砂蘭部岳 約 180万年前 1.73±0.09Ma 

C32 濁川カルデラ 
約 1万 5000年前に 

カルデラ形成 
約 15ka 

C33 渡島毛無山 鮮新世後期-第四紀前期？ - 

C34 北海道駒ケ岳 
3 万年前以前（数万年前？）

に活動開始 
A.D.2000 

C35 横津岳 
横津岳の大部分は第四紀の
初頭までに完成した可能性

がある。 
- 

C36 木地挽山 約 190万年前以降に形成 - 

C37 恵山丸山 約 20万年前 約 0.2Ma 

C38 恵山 約 5万年前以降 A.D.1874 

C39 函館山 約 120-90万年前 約 0.9Ma 

C40 銭亀 4万 5000-3万 3000年前の間 約 33ka 
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６．最新の活動年代が過去の最大休止期間より短い火山(2) 

なお，表に示す29火山については，以下の特
徴も有している。 
・これらのほとんどが，数十万年前以降の活 
 動が確認されていない。 
・上記以外の火山（支笏カルデラ・勝澗山・ 
 濁川カルデラ・恵山丸山・銭亀）も，敷地に 
 火砕流，溶岩流等の影響が及んでいない。 
 （次ページにて説明） 

検討対象火山の活動時期と最新活動からの経過時間 

火山番号は「日本の火山（第3版）」の表記に従う 

日本のような島弧火山は数十万年程度が平
均的な活動期間と考えてよい（兼岡・井田, 
1997） 

日本の代表的な火山の活動期間（兼岡・井田,1997） 

番号 火山名 活動時期 
最新活動からの

経過時間 
最新活動の新旧 

C02 
滝川火山群(石山,コ
ップ山) 

約 1000-約 170万年前 1.7±0.1Ma × 

C03 イルムケップ山 約 260万年前 2.6±0.1Ma × 

C04 暑寒別岳 約 400-200万年前 約 2Ma × 

C05 藻岩山 約 180万年前 1.80±0.50Ma × 

C06 積丹岳 約 250-200万年前 2.03±0.10Ma × 

C07 赤井川カルデラ 約 170-130万年前 1.3Ma × 

C08 札幌岳 約 80万年前 約 0.8Ma × 

C09 空沼岳 80万年前後 約 0.8Ma × 

C10 漁岳 約 260-240万年前 約 2.4Ma × 

C11 支笏カルデラ 
5-4万年前に 
カルデラ形成 

約 40ka ○ 

C15 ホロホロ・徳舜瞥 
約 70万ないし 

60 万年前 
約 0.6Ma × 

C16 オロフレ・来馬 来馬岳は 60 万年前 約 0.6Ma × 

C18 鷲別岳 約 50万年前 約 0.5Ma × 

C19 虻田 第四紀前期？ - × 

C20 洞爺カルデラ 
約 14万年前に 
カルデラ形成 

約 0.11Ma 別途検討 

C21 洞爺中島 4-3万年前 約 30ka 洞爺にて検討 

C23 尻別岳 数十万年前 - × 

C26 写万部山 約 260-250万年前 2.54±0.16Ma × 

C28 カスベ岳 第四紀前期？ - × 

C29 勝澗山 30 ないし 20 万年前 0.2Ma ○ 

C30 長磯 約 220-170万年前 1.72±0.33Ma × 

C31 砂蘭部岳 約 180万年前 1.73±0.09Ma × 

C32 濁川カルデラ 
約 1万 5000 年前に 

カルデラ形成 
約 15ka ○ 

C33 渡島毛無山 
鮮新世後期-第四紀前

期？ 
- × 

C35 横津岳 
横津岳の大部分は第
四紀の初頭までに完
成した可能性がある。 

- × 

C36 木地挽山 
約 190万年前以降に 

形成 
- × 

C37 恵山丸山 約 20万年前 約 0.2Ma ○ 

C39 函館山 約 120-90万年前 約 0.9Ma × 

C40 銭亀 
4万 5000-3万 3000年

前の間 
約 33ka ○ 
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火山地質図（支笏カルデラについては町田・新井編(2003)を参考にトレース） 

凡例 

支笏カルデラ・勝澗山・濁川
カルデラ・恵山丸山・銭亀に
ついては，敷地に火砕流，
溶岩流等の影響が及んでい
ない。 160km 

支笏カルデラ 

濁川カルデラ 

恵山丸山 

銭亀 

勝澗山 

６．最新の活動年代が過去の最大休止期間より短い火山(3) 
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７．10火山に関する検討(1) 

これまでに抽出された10火山 
（恵庭岳，風丌死岳，樽前山，倶多楽・登別火山群，有珠山，羊蹄山， 
ニセコ・雷電火山群，狩場山，北海道駒ケ岳，恵山） 
について， 
 
  ○敷地と火山の間の地形状況 
  ○火砕流，溶岩流等の設計対応丌可能な火山事象の分布 
 
を確認した。 
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７．10火山に関する検討（地形状況）(2) 

恵庭岳 

空沼岳，無意根山等の標高1000m程度の山地が存在する 

倶多楽・ 
登別火山群 

オロフレ山，羊蹄山，ニセコ・雷電火山群等の標高1000m程度の山地が存在する 

風丌死岳 

支笏湖を挟み，標高1000m程度の山地が存在する 

樽前山 

支笏湖を挟み，標高1000ｍ程度の山地が存在する 

恵庭岳 

泊発電所 

泊発電所 

泊発電所 

泊発電所 

風丌死岳 

樽前山 

倶多楽・登別火山群 

無意根山 

空沼岳 

ニセコ・雷電火山群 
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７．10火山に関する検討（地形状況）(3) 

有珠山 

洞爺湖を挟み，昆布岳，ニセコ・雷電火山群等の標高1000m程度の山地が存在する 

羊蹄山 

ニセコ・雷電火山群のなす山麓斜面が存在する 

狩場山 

日本海を挟み，標高数百m程度の月越山脈のなす高まりが存在する 敷地との間に地形的障害物は存在しない 

ニセコ・ 
雷電火山群 

個別に影響を評価する 

泊発電所 

泊発電所 

泊発電所 

泊発電所 

有珠山 

羊蹄山 

ニセコ・雷電火山群 

狩場山 

昆布岳 

月越山脈 

ニセコ・雷電火山群 

ニセコ・雷電火山群 

ニセコ・雷電火山群 
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７．10火山に関する検討（地形状況）(4) 

「ニセコ・雷電火山群」以外の9火山については，敷地との間に
地形的障害物が存在する。 

北海道駒ケ岳 

内浦湾を挟み，昆布岳，ニセコ・雷電火山群等の標高1000m程度の山地が存在する 

恵山 

内浦湾を挟み，昆布岳，ニセコ・雷電火山群等の標高1000m程度の山地が存在する 

泊発電所 

泊発電所 

北海道駒ケ岳 

恵山 

ニセコ・雷電火山群 

昆布岳 

ニセコ・雷電火山群 
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７．10火山に関する検討（火砕流，溶岩流等の分布）(5) 

ニセコ・雷電火山群以外の9火山については，設計対応丌可能な火山事象は敷地付近に認められない。 

火山番号は「日本の火山（第3版）」の表記に従う 

敷地から半径160km以内の火山地質図 

検討対象火山一覧 

凡例 
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７．10火山に関する検討(6) 

「ニセコ・雷電火山群」以外の火山については，敷地との間
に地形的障害物が存在する。 
火砕流，溶岩流等の設計対応丌可能な火山事象は広域
的な分布を示していない。 

「ニセコ・雷電火山群」以外の火山については，火砕流・溶岩
流等の分布，地形状況等から，設計対応丌可能な火山事象
が到達する可能性はないものと考えた。 

運用期間中に影響を及ぼす可能性に関する検討結果（10火山） 

「ニセコ・雷電火山群」を個別評価対象として抽出 



17 17 
８．敷地から半径10km以内に火砕流，溶岩流等が到達している火山 

泊発電所 敷地を中心とする半径10kmに火砕
流，溶岩流等が認められる火山は 
 
ニセコ・雷電火山群 
洞爺カルデラ 
 
がある。 

敷地から半径10km以内の第四紀火山地質図 

【調査概要】 
 
○敷地周辺陸域： 
 敷地を中心とする半径約30km及びその周
辺陸域について，地形調査，地表地質踏査
等を実施。 
 
○敷地内： 
 地形調査，地表地質踏査，ボーリング調査
(合計214孔，総延長 約28,630m)，試掘
坑調査（総延長 約2,190m）等を実施。 
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9．個別評価（ニセコ・雷電火山群）(1) 

○位置 ： 敷地の南東方約22km 
○構成 ： 3火山群（ワイスホルン，ニセコ火山群，雷電火山群） 
○活動 ： 別表に示すとおり（NEDO（1986）） 
○火山噴出物の分布 ： 別図に示すとおり（NEDO（1987）） 

ニセコ・雷電火山群の位置 

ニセコ・雷電火山群 

ニセコ・雷電火山群の各火山の活動年代（NEDO（1986）による） 

「日本の火山（第3版）」に基づき作成 

 第1期：雷電山・ワイスホルン 
 第2期：目国内岳・岩内岳・ニセコアンヌプリ・シャクナゲ岳・白樺山 
 第3期：チセヌプリ・ニトヌプリ・イワオヌプリ 
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9．個別評価（ニセコ・雷電火山群）(2) 

ニセコ・雷電火山群による火砕流，溶岩流等は，敷地まで到達していない。 

ニセコ地域火山地質図（NEDO（1987）に一部加筆） 

雷電岬火山角礫岩層 

雷電山噴出物 

目国内岳噴出物 

岩内岳噴出物 

扇状地堆積物 

扇状地
堆積物 

ニセコアンヌプリ噴出物 

真狩別層 

扇状地
堆積物 

イワオヌプリ 
噴出物 チセヌプリ 

噴出物 

シャクナゲ岳 
噴出物 

白樺山 
噴出物 

扇状地堆積物 

シャクナゲ岳 
噴出物 

ワイスホルン 
噴出物 

真狩別層 

真狩別層 

扇状地堆積物 

岩内砂層 

ニトヌプリ 
噴出物 

【NEDO(1986，1987)調査概要】 
 
○目 的： 
 「全国地熱資源総合調査」（旧 通
商産業省からの補助金で実施）の一
環として，1984年～1986年にニセ
コ地域（ニセコ・雷電火山群）におけ
る調査を実施。 
 
○調査範囲(図幅範囲）： 
 火山地質図作成範囲は，ニセコ・雷
電火山群の火山噴出物が分布する
範囲。 
 
○調査内容： 
 基盤の地質構造，火山地質構造
（雷電火山群・ニセコ火山群の地質
構造）に関する 
  ・空中写真判読 
  ・地表地質踏査 
 各火山噴出物のフローユニット単位
での 
  ・磁化方位測定 
  ・年代測定 
  ・化学組成分析 
等を実施。 
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9．個別評価（ニセコ・雷電火山群）(3) 

ニセコ地域火山地質図（凡例）（NEDO（1987）より抜粋） 
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9．個別評価（ニセコ・雷電火山群）(4) 

ニセコ・雷電火山群による火砕流，溶岩流等は，敷地まで到達していない。 

ニセコ・雷電火山群（C25）の火山地質図（「日本の火山（第３版）」に基づき作成） 

泊発電所 

凡例 
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9．個別評価（ニセコ・雷電火山群）(5) 

活動性評価： 
  第1期・・・活動時期が古く，活動休止期間も長いことから活動を停止 
         していると考えられる。 
  第2期・・・40万年以上の活動期間を経て，活動休止期間が概ね20 
         万年以上経過しており，活動を停止した可能性が高いと 
         考えられる。 
  第3期・・・現在も活動中（イワオヌプリ付近で噴気活動が認められると 

されている）。 
 
火山噴出物の分布： 
  ニセコ・雷電火山群による火砕流，溶岩流等の設計対応丌可能な火山 
  事象は，敷地まで到達していない。 

ニセコ・雷電火山群において設計対応丌可能な火山事象が運用
期間中に影響を及ぼさないものと評価する。 
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9．個別評価（洞爺カルデラ）(6) 

洞爺カルデラ 

洞爺火山灰(Toya)の等層厚線図および洞爺火砕流堆積物〔Toya(pfl)〕の分布 
（町田・新井編(2003)より） 

洞爺カルデラの位置 
「日本の火山（第3版）」に基づき作成 

○位置 ： 敷地の南東方約55km 
○構成 ： 洞爺カルデラ中央付近には，後カルデラ火山である洞爺中島，外輪山には有珠山が位置する。 
○活動 ： 約14万年前にカルデラ形成・最新活動は約11万年前 
○火山噴出物の分布 ： 別図に示すとおり（町田・新井編(2003)） 

実線：等層厚線 
点線：等粒度線 
塗りつぶし：洞爺火砕流堆積物の分布 

凡例 



24 24 
9．個別評価（洞爺カルデラ）(7) 

火砕流堆積物の分布 

敷地から半径10km以内の火山噴出物分布 

洞爺カルデラを起源とする火砕流堆積物等は敷地では認められない。 

【洞爺火砕流堆積物の分布】 
地表地質踏査結果： 

共和町幌似付近に分布が確認されて
いるが，それ以外の敷地近傍には分布
は確認されていない。 

 
敷地内ボーリング調査結果等： 

敷地では，洞爺カルデラを起源とする
火砕流堆積物等は認められない。 
敷地と岩内平野の間には，丘陵地が
分布し，標高差が100m程度ある。 

 
 

泊発電所 

標高差100m程度 
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9．個別評価（洞爺カルデラ）(8) 

【噴火形式】 
Ikeda et al.(1990)： 

洞爺地域の火山活動はカルデラ形成期（洞爺火砕流）と後カルデラ火山（初期：中島火山，後
期：有珠外輪山・溶岩円頂丘）のステージに区分される。 

 
池田ほか(1987)及び町田ほか(1987)：  

現在のカルデラを形成した噴火は以下の4ステージ（1輪廻の噴出物）に分けられる。 
          ①フレアトプリニアン噴火・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・火砕流噴火に先立つステージ 
          ②火砕流(2ユニット)・降下火山灰(1ユニット) 
          ③火砕流(軽石流)噴出・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・火道拡大期 
          ④火砕流噴火・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・最大規模噴火 → 洞爺火砕流・Toyaテフラ 
 
 

【噴火年代】 
町田・新井編(2003)：約112ka ～ 約115ka 

 
鴈澤ほか(2007)   ：約113ka ～ 約132ka 

 

噴火形式・カルデラ形成年代・噴火年代等 

洞爺火砕流・Toyaテフラを噴出した最大規模の噴火はカルデラ形成期に発生 
噴火年代は約11万年前 
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火山
年代

(千年前）

噴出量

(km3)

洞爺カルデラ 140～110 150以上

洞爺中島 30～40(51) 2.5

10 ？

0.337 2.78

0.231 0.11

0.178 0.28

0.147 0.35

0.090 0.003

0.056 0.11

0.023 0.1

0 0.0009

有珠

1769年噴火，出典：産総研　日本の火山(DB)

1822年噴火，出典：産総研　日本の火山(DB)

1853年噴火，出典：産総研　日本の火山(DB)

1910年噴火，出典：産総研　日本の火山(DB)

1943-45年噴火，出典：産総研　日本の火山(DB)

1977-78年噴火，出典：産総研　日本の火山(DB)

2000年噴火，出典：産総研　日本の火山(DB)

1663年噴火（噴火量に先明和噴火含む），出典：産総研　日本の火山(DB)

出典：産総研　日本の火山(DB)

備　考

出典：国土地理院　1:25,000火山土地条件図　有珠山(2000)

出典：山縣(1996)，産総研　日本の火山(DB)

0

50

100

150

200

051015

噴出量（km3）

年代（万年前）

洞爺カルデラ群の噴火履歴

洞爺

洞爺中島

有珠

洞爺カルデラ 

洞爺中島 

有珠山 

洞爺カルデラは，約14万年前に活動を始め，約11万年前に洞爺テフラを噴出した大規模な噴火を起こしている（産総研 日本の火山(DB)）。 
その噴火の規模は，火砕流が20km3以上，総噴出量が150km3を超えるとされ，現在のカルデラ湖が形成されている（国土地理院(2000)）。 
その後，休止期間を経て，約4～3万年前の噴火で現在の洞爺中島が形成された。 
洞爺中島活動後は，約2～3万年の休止期間のち，洞爺カルデラ南壁における約2～1.5万年前の小規模な噴火により有珠山が形成された。 
有珠山は，西暦1663年の噴火以降，西暦2000年までに８回の噴火を起こしている。 
後カルデラ火山の噴火規模は，洞爺カルデラ形成時の規模に比べて小規模な噴火であり，最新の活動である有珠山の溶岩流等の分布は 
山体付近に限られている。 

9．個別評価（洞爺カルデラ）(9) 

洞爺カルデラ位置 
（有珠山の火山地質については 

日本の火山（第3版）を参考にトレース） 

 

洞爺カルデラの噴火履歴 

年代（万年前） 

噴出量(km3) 

カルデラ形成 

後カルデラ 
火山活動 

後カルデラ 
火山活動 

噴火履歴の検討 

溶岩流等 
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9．個別評価（洞爺カルデラ）(10) 

【給源の状況（現在）】 
西田(1983)： 

洞爺湖上及びその周辺において磁気
測量を行った結果，比較的浅い所に巨
大なマグマ溜りが存在する証拠は得ら
れなかった。 

 

【地殻変動観測結果(GPSほか)】 
森ほか(2000)・森ほか(2007)： 

2000年有珠山噴火に伴う地殻変動
は山体周辺の局部的なものであり，洞
爺カルデラ域での広域的な地殻変動は
ほとんど認められない。 

給源の状況・地殻変動観測結果 

現在，地下浅部にマグマ溜まり存在の徴候は認められない。 
現在，洞爺カルデラ域での広域的な地殻変動は認められない。 

森ほか（2000）による測角・辺長測量結果(左図)・水準測量結果(右図)（一部加筆） 
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9．個別評価（洞爺カルデラ）(11) 

【巨大噴火のマグマ溜まりの滞留時間】 
Gualda et al.(2012)： 
 Long Valleyカルデラ形成時の噴出物中の石英粒子中のTi濃度拡散プロファイル分析等
に基づき，マグマ中の石英結晶の滞留時間を検討した結果，500年～3000年程度である
としている。 

 
Druitt et al.(2012)： 
 Santorini火山Minoan噴火の際の斜長石中のMgの分布と拡散モデルから，マグマ溜まりの
再蓄積は約100年程度で発生したとしている。 

カルデラ（巨大）噴火に関する知見 

カルデラの巨大噴火に係るマグマ溜まり再蓄積は，約100年～約3000年の時間スケールと推 
 測されるとの事例報告(Gualda et al.(2012)，Druitt et al.(2012))。 
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9．個別評価（洞爺カルデラ）(12) 

火砕流堆積物の分布： 
  ○洞爺火砕流堆積物は，共和町幌似付近に分布が確認されているが，それ以外の敷

地近傍では確認されていない。 
  ○敷地では洞爺火砕流堆積物の分布は認められない。 
  ○敷地と岩内平野の間には，丘陵地が分布し，標高差が100m程度ある。 

 
最大規模噴火の発生時期： 
  ○約11万年前（最大規模噴火） 
   
活動性評価： 
  ○現在は後カルデラステージと考えられ，最新の有珠山における活動は小規模で，かつ，

溶岩流等の分布は山体付近に限られている。 
  ○給源の状況・地殻変動観測結果から，地下浅部のマグマ溜まりや広域的な地殻変動

の徴候は認められないことから，大規模なマグマ噴出を伴う火山活動が発生している
状態ではないものと考えられる。 

  ○大規模噴火におけるマグマ溜まりの再蓄積時間の観点からも，運用期間中に大規模
なマグマ噴出を伴う火山活動が発生する状態ではないものと考えられる。 

洞爺カルデラにおいて設計対応丌可能な火山事象が運用期間中に影響
を及ぼさないものと評価する。 
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ニセコ・雷電火山群及び洞爺カルデラについて，既往最大の噴火を考慮しても，設
計対応丌可能な火山事象が運用期間中に影響を及ぼさないものと評価。 

9．個別評価（まとめ）(13) 

＜火山影響評価ガイド＞ 
（本 文） 
＊過去の最大規模の噴火により設計対応丌可能な火山事象が原子力発電所に到達したと考
えられる火山については，モニタリング対象とする。 
 
（基本フロー） 
＊既往最大規模の噴火を考慮しても，原子力発電所に影響を及ぼさないと判断できる火山に
ついては，モニタリングの対象外とする。 

モニタリングの対象外と判断した。 
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10．敷地において想定される火山事象(1) 

降下火砕物の層厚について検討した。 

火山事象 検討結果・評価 備 考 

降下火砕物 ○発電所に影響を不える可能性のある火山事象として評価する。 ○文献調査結果，敷地内地質調査結果
を踏まえて火山灰層厚を評価する。 

火砕物密度流 ○分布状況，現在の地形状況等から影響はないと評価する。 

溶岩流 ○敷地との距離，分布状況，現在の地形状況等から影響はないと評価する。 

岩屑なだれ，地滑り及び斜面崩壊 ○敷地との距離，分布状況，現在の地形状況等から影響はないと評価する。 

火山性土石流，火山泥流及び洪水 ○敷地との距離，現在の地形状況等から影響はないと評価する。 

火山から発生する飛来物(噴石) ○敷地との距離を考慮し，影響はないと評価する。 

火山ガス ○火口及び火山噴出物の分布域が敷地から離れていること並びに敷地が海に面し
て開放された土地に立地していることから影響はないと評価する。 

新しい火口の開口 ○敷地との距離を考慮し，影響はないと評価する。 

津波及び静振 － ○別途，基準津波の検討で評価する。 

その他の火山事象 

（火山活動による大気現象， 

地殻変動， 

火山性地震とこれに関連する事象， 

熱水系及び地下水の異常） 

○大気事象・地殻変動 

  敷地との距離を考慮し，影響はないと評価する。 

○火山性地震 

  敷地に影響を及ぼすような規模の地震は想定されないことから，影響はないと評 

  価する。 

○熱水系及び地下水の異常 

  敷地には熱水による影響等は認められないことから，影響はないと評価する。 
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10．敷地において想定される火山事象(2) 

広域火山灰の層厚（文献） 

町田・新井編(2003)によれば，敷地周辺における広域火山灰の層厚は概ね10cm程度。 

広域火山灰の層厚 

50 

10 

火山灰名称 略 号 年 代 
（ka） 

層 厚 
(cm) 

白頭山苫小牧 B-Tm 1 0～5 

姶良Tn AT 26～29 0～5 

阿蘇4 Aso-4 85～90 <15 

クッタラ第2 Kt-2 48 0～10 

クッチャロ羽幌 Kc-Hb 115～120 0～10 

洞爺 Toya 112～115 30< 

敷地付近の降下火山灰の層厚(町田・新井編(2003)による) 
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10．敷地において想定される火山事象(3) 

火山灰の層厚(敷地) 

敷地内地質調査において，複数箇所で給源丌明の火山灰層を確認。 
純層ではないが，火山灰質シルトの状態で分布。 
層厚は，火山灰質シルトの範囲を保守的に評価すると，最大で約40cm。 
代表的箇所(No.1)の露頭柱状図及び露頭写真を示す。 

火山灰質シルト 

露頭写真(No.1) 代表露頭柱状図(No.1) 

火山灰質シルトの層厚 

Ma 

No.1 

No.2 

確認位置 

No.3 

地点 層厚(cm) 

No.1 40 

No.2 40 

No.3 25 
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敷地に到達する可能性がある火山事象を抽出 

敷地において想定される火山事象は降下火砕物とし， 

敷地における火山灰の層厚は 

40cm（文献・敷地内地質調査より）と評価 

10．敷地において想定される火山事象（まとめ）(4) 
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